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保健福祉学部の教育課程

　保健福祉学部では、豊かな教養と倫理観を備え、人々の幸福や地域と社会の発展に貢献でき

る看護、福祉、栄養の専門職の育成を目指しています。これらの専門職が協働した活動を展開

できるよう、看護学科、福祉学科、栄養学科を一学部として保健福祉学部を構成しています。

　総合的な人間理解を促すとともに、看護・福祉・栄養に関する専門的知識、技術を修得する

ための、多様かつ高度な専門科目を体系的に配置し、専門職者としての実践力と協働力を育成

します。保健福祉学部の教育課程（カリキュラム）は次のとおりです。

①総合人間科学
　本学における総合人間科学は、キリスト教を基盤とし、専攻する学問分野の違いを超え

て学修するうえでの根本となる総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程で

す。

　専攻する学問分野の違いを越えて学修する上での根本となる総合的視点と豊かな人間

性を養うため、建学の精神の基本である「キリスト教教育」、高等学校等から大学の学び

へ円滑に移行を図るための「初年次教育」、地域総キャンパスの基盤となる基本的な学修

姿勢を養う「地域共生」、女子大学として心と身体の健康に焦点をあてた「心身の健康」、

幅広い教養を身につける「基礎教養」、異文化理解とコミュニケーションスキルの基盤

を養う「グローバル」、地域社会が求める自立した女性を目指すための「キャリア形成

支援」、様々なデータを読み解き、活用する能力を養成する「数理データサイエンス」で

構成しています。

　②専門教育科目
　○看護学科

　社会の要請に応え、根拠に基づいた質の高い看護実践を提供できる人材の育成を目指し

ています。専門教育科目は、「看護を学ぶための基礎」、「看護実践の基盤」、「看護実践の

応用」、「看護実践の発展」と、段階的なカリキュラム構成で、看護実践能力を身につける

ための一貫した教育を行っています。また、「公衆衛生看護関係科目」や「養護に関する

科目」を備え、保健師、養護教諭、高等学校教諭（看護）を目指すことを可能にしています。

　○福祉学科
　社会の要請に応え、豊かな知識と実践力を備えた福祉専門職の養成を目指しています。

専門教育科目は、「福祉基礎科目」、「福祉専門科目」をはじめ、「精神保健福祉関係科目」、「福

祉心理臨床関係科目」、「保健・医療関係科目」、「保育関係科目」、「専門研究科目」、「教職

に関する科目」から構成され、社会福祉士を基本として、精神保健福祉士、養護教諭、保

育士を目指すことを可能としています。
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　○栄養学科

　社会の要請に応え、地域包括ケアの一翼として地域社会で活躍できる管理栄養士の養成

を目指しています。専門教育科目は、人体の構造や疾病発症のメカニズムおよび各種食品

の成分や調理による科学的な変化等を学ぶ「専門基礎分野」と、管理栄養士業務の中心で

ある栄養管理業務と給食管理業務について学ぶ「専門分野」により構成されます。早期に

人体や食に関する科目を配置し、管理栄養士としての専門性を高めるために必要な科目ま

でを体系的に配置したカリキュラムを構成しています。また、「教職に関する科目」を備え、

栄養教諭を目指すことを可能としています。

■実習について

　実習はどの学科においても大変重要な科目です。各学科において学修した科目を体験的

に学修し、実践と学問・研究との結びつきの大切さを認識することを目的として行います。

詳細については、「看護学科臨地実習に関する要綱」、福祉学科の各資格に係る実習の履修

要件、「栄養学科臨地実習に関する要項」を参照してください。

■看護学科卒業研究・看護総合実習、福祉学科専門研究・卒業論文、栄養学科卒業研究・卒

業ゼミについて 

　一般に「ゼミ」と呼ばれるもので、学生個々で設定した研究のテーマなどにより、指導

教員ごとに少人数に分かれて研究活動を行い、卒業時までに論文を作成します。詳細につ

いては、「看護学科卒業研究・看護総合実習について」「福祉学科専門研究・卒業論文につ

いて」、「栄養学科卒業研究・卒業ゼミについて」を参照してください。
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保健福祉学部の構成
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■教育課程（カリキュラム）の構成

　総合人間科学

　総合人間科学は、専攻する学問分野の違いを超えて学習するうえでの根本となる総合的視

点と豊かな人間性を養うための教養教育課程です。

　専門教育科目

　▪福祉基礎科目

　社会福祉の概要を学び、専門的な学習を行う準備を進めます。また、対人援助に必要な

基礎的能力を実践的に養います。

　▪福祉専門科目

　社会福祉の理論、福祉の各分野の制度や専門知識について学びます。また、ソーシャル

ワークの専門技術について学び、演習や実習を通して実践力を磨いていきます。

　▪精神保健福祉関係科目

　特に精神保健福祉に関係する分野の現状、知識、技術を学びます。

　▪福祉心理臨床関係科目

　人の発達や行動のメカニズムと臨床心理学的な援助を行う上で必要となる知識・技術を

学びます。

　▪保健・医療関係科目

　福祉、保健、医療等の多職種と協働する力を深めていくために、医学、看護学、栄養学

等の領域について学びます。

　▪保育関係科目

　保育士として必要な知識、技術を習得していきます。

　▪専門研究科目

　３年次、４年次と継続して専門研究が開講されます。各自が深めたいテーマに基づき、

その専門領域の教員の指導により、研究を深めます。

　▪教職に関する科目

　養護教諭として必要な知識、技術を習得していきます。

保健福祉学部 福祉学科
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■取得できる資格

①福祉・養護教諭コースでは、社会福祉士国家試験受験資格、精神保健福祉士国家試験受験

資格、養護教諭一種免許状が取得できます。ただし、精神保健福祉士国家試験受験資格、

養護教諭一種免許状については、同時に履修することはできません。

②子ども家庭福祉コースでは、社会福祉士国家試験受験資格と保育士資格が取得できます。

精神保健福祉士国家試験受験資格、養護教諭一種免許状については取得できません。

③各資格の取得にあたっては一定の履修要件があります。

※以下の資格取得に関する科目については、資格取得を希望する者のみが履修できます。　

　その他の科目については、取得希望の資格に関わらず履修ができます。

　▪「精神保健福祉士」国家試験受験資格取得希望者のみが受講できる科目

　「ソーシャルワーク演習Ａ・Ｂ・Ｃ」、「ソーシャルワーク実習指導Ａ・Ｂ」、「ソーシャ

ルワーク実習Ａ・Ｂ」

　▪「養護教諭一種免許状」取得希望者のみが受講できる科目

　教職に関する科目（「履修規程別表第二」に定める科目）、「看護臨床実習」、「養護概説」、

「地域保健学Ⅱ」、「基礎看護技術」

　▪「保育士資格」取得希望者のみが受講できる科目

　「教育原理」（子ども家庭福祉コース開講）、「子どもの食と栄養」、「保育の心理学」、「保

育内容　総論・健康・環境・人間関係・ことば・表現」、「乳児保育Ⅰ・Ⅱ」、「保育内容の

理解と方法Ⅰ・Ⅱ」、「保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「保育実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」、「保育実践演習」

保健福祉学部 福祉学科
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保健福祉学部 福祉学科

福祉学科履修科目表（履修規程別表第一）

●総合人間科学

【総合人間科学】
注１）☆の科目は、保育士養成課程「教養科目」であるため、２単位以上履修しなければならない。
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保健福祉学部 福祉学科

●福祉学科専門教育科目

科　　　　目

授
業
を
行
う
年
次

単 

位 

数

必　
　

修

選　
　

択

社
会
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

養
教
一
種
免

保

育

士

開講時期・週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

専　

門　

教　

育　

科　

目

福
祉

基
礎
科
目

ヒューマンサービス基礎演習 1 1 1 ＃1 2
基礎実習 1 2 2 2 2
福祉入門 1 2 2 2 2 2 2

福
祉
専
門
科
目

社会福祉の原理と政策Ⅰ 3 2 2 2 2 2 2
社会福祉の原理と政策Ⅱ 3 2 2 2 2 2 2
社会学と社会システム 1 2 2 2 2 ＊2 2
社会福祉調査の基礎 4 2 2 2 2 2
ソーシャルワークの基盤と専門職 1 2 2 2 2 ＊2 2
ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 1 2 2 2 ＊2 2
ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 2 2 2 2 ＊2 2
ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 2 2 2 2 ＊2 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 3 2 2 2 ＊2 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 3 2 2 2 ＊2 2
地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 2 2 2 2 2 ＊2 2
地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 2 2 2 2 2 ＊2 2
福祉サービスの組織と経営 4 2 2 2 2
社会保障Ⅰ 2 2 2 2 2 ＃2 2
社会保障Ⅱ 2 2 2 2 2 ＃2 2
高齢者福祉 2 2 2 2 2
障害者福祉 2 2 2 2 2 2
児童・家庭福祉 2 2 2 2 2 2
貧困に対する支援 3 2 2 2 2
保健医療と福祉 2 2 2 2 2
権利擁護を支える法制度 3 2 2 2 2 2
刑事司法と福祉 4 2 2 2 2 2
介護技術演習 1 2 2 2
ファミリーソーシャルワーク論 4 2 2 2
スクールソーシャルワーク論 4 2 2 2
ソーシャルワーク演習 1 1 1 1 1 2
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 2 1 1 1 2
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 2 1 1 1 2
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 3 1 1 1 2
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ 3 1 1 1 2
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 2 2 2 2 ← →
ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 3 4 4 4 2 2
ソーシャルワーク実習Ⅰ 2 1 1 1 ← →
ソーシャルワーク実習Ⅱ 3 4 4 4 ← →

精
神
保
健
福
祉
関
係
科
目

精神保健福祉制度論 2 2 2 2 2
精神障害リハビリテーション論 3 2 2 2 2
精神保健福祉の原理Ⅰ 2 2 2 2 2
精神保健福祉の原理Ⅱ 2 2 2 2 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ａ 3 2 2 2 2
ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ｂ 3 2 2 2 2
精神医学と精神医療 2 4 4 4 4
ソーシャルワーク演習（専門）Ａ 2 1 1 1 2
ソーシャルワーク演習（専門）Ｂ 3 1 1 1 ← →
ソーシャルワーク演習（専門）Ｃ 4 1 1 1 ← →

【専門教育科目】
注１）備考欄に★印のある科目は、週２コマ開講。	
注２）＊の科目は、保育士養成課程「選択必修科目」、＃の科目は保育士養成課程「学校独自科目」。

★

専門教育科目
より必修科目を
含め100単位
以上修得
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保健福祉学部 福祉学科

●福祉学科専門教育科目

科　　　　目

授
業
を
行
う
年
次

単 

位 

数

必　
　

修

選　
　

択

社
会
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

養
教
一
種
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保

育

士

開講時期・週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

精
神
保
健
福
祉

関
係
科
目

ソーシャルワーク実習指導Ａ 3 2 2 2 ← →
ソーシャルワーク実習指導Ｂ 4 4 4 4 2 2
ソーシャルワーク実習Ａ 3 2 2 2 ← →
ソーシャルワーク実習Ｂ 4 2 2 2 ← →
精神障害者地域生活支援論 4 2 2 2

専　

門　

教　

育　

科　

目

福
祉
心
理
臨
床
関
係
科
目

心理学と心理的支援Ⅰ 1 2 2 2 2 2
心理学と心理的支援Ⅱ 1 2 2 2 2 2
認知行動療法基礎演習 2 1 1 ＊1 2
発達アセスメント演習 3 1 1 ＊1 2
高齢者臨床心理演習 3 1 1 2
発達心理学Ⅰ 1 2 2 2
発達心理学Ⅱ 2 2 2 2
発達臨床心理学 3 2 2 ＊2 2
発達臨床心理学演習 4 2 2 2
障害者心理学 2 2 2 ＊2 2
臨床心理学概論 1 2 2 2 ＊2 2
カウンセリング論 2 2 2 ＊2 2
社会心理学 3 2 2 2
家族心理学演習 4 2 2 2
カウンセリング演習 4 1 1 2
健康臨床心理学 4 2 2 2
スクールカウンセリング論 4 2 2 2

保
健
・
医
療
関
係
科
目

医学概論 2 4 4 4 4 4 ＃4 4
微生物学 1 2 2 2 2
栄養学 2 2 2 2 2
生理学 2 2 2 2 2
解剖学 2 2 2 2 2
運動処方論 3 2 2 2
学校保健 2 2 2 2 2
養護概説 2 2 2 2 2
地域保健学Ⅰ 3 2 2 2 2
地域保健学Ⅱ 4 2 2 2 2
看護学 2 4 4 4 4
基礎看護技術 3 2 2 2 2
看護臨床実習 3～4 4 4 4 2 2
薬理学 3 2 2 2 2
現代の精神保健の課題と支援Ⅰ 3 2 2 2 2 2
現代の精神保健の課題と支援Ⅱ 3 2 2 2 2 2
公衆衛生学 3 2 2 2 2
生命倫理 2 2 2 2

★

★
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保健福祉学部 福祉学科

●福祉学科専門教育科目

科　　　　目

授
業
を
行
う
年
次

単 

位 

数

必　
　

修

選　
　

択

社
会
福
祉
士

精
神
保
健
福
祉
士

養
教
一
種
免

保

育

士

開講時期・週授業時間数

備　考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

専　

門　

教　

育　

科　

目

保

育

関

係

科

目

保育原理 1 2 2 2 2
社会的養護Ⅰ 3 2 2 2 2
社会的養護Ⅱ 3 1 1 1 2
教育原理 2 2 2 2 2
保育者論 1 2 2 2 2
子どもの保健 1 2 2 2 2
子どもの食と栄養 3 2 2 2 2 2
保育の心理学 2 2 2 2 2
子ども家庭支援の心理学 3 2 2 2 2
子どもの理解と援助 3 1 1 1 2
子どもの健康と安全 2 1 1 1 2
子ども家庭支援論 4 2 2 2 2
子育て支援 4 1 1 1 2
保育の計画と評価 4 2 2 2 2
保育内容　総論 3 1 1 1 2
保育内容　健康 2 1 1 1 2
保育内容　環境 3 1 1 1 2
保育内容　人間関係 2 1 1 1 2
保育内容　ことば 1 1 1 1 2
保育内容　表現 1 1 1 1 2
乳児保育Ⅰ 2 2 2 2 2
乳児保育Ⅱ 3 1 1 1 2
障害児保育 3 2 2 2 2 2
保育内容の理解と方法Ⅰ 1 1 1 1 2
保育内容の理解と方法Ⅱ 1 1 1 1 2
保育内容の理解と方法Ⅲ 2 1 1 1 2
保育内容の理解と方法Ⅳ 2 1 1 1 2
保育実習Ⅰ 3 4 4 4 ← →
保育実習指導Ⅰ 3 2 2 2 ← →
保育実習Ⅱ 4 2 2 ＊2 ← →
保育実習指導Ⅱ 4 1 1 ＊1 ← →
保育実習Ⅲ 4 2 2 ＊2 ← →
保育実習指導Ⅲ 4 1 1 ＊1 ← →
保育実践演習 4 2 2 2 2 2

専
門
研
究

科
目

専門研究Ⅰ 3 2 2 2 2
専門研究Ⅱ 4 2 2 2 2
卒業論文 4 4 4 2 2


